























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































飼 投 げ ・ 運 び





雑談,飲 酒,テ レ ヒ
休 息
読 書,ラ ジオ,趣 味
そ の 他
内 容 説 明




舶 ・梶 の餌投げ作業,活 魚艙か ら小 出餌料 タソク等への運
搬
漁獲物 の処理,積 付け作業
事務的な作業,司 厨作業,饋 積込み作業,水 揚作業な ど
ねてか ら起 きるまで
朝食,昼 食,夕 食,夜 食
着替,洗 面,用 便,洗 濯 など
何人かで過す自由時間
1人 で ごろ寝,ぼ んや り
読 書,ラ ジ オ,間) カセ ッ トテ ー プを 聞 く。(1人 で過 した 時
不 明1
鳳矧よ2躯階融掲躙貼坤
・
獺糶嚇鰰鴨
間
)
の
分
類
は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
作
業
時
間
は
六
項
目
に
細
分
し
て
い
た
が
、
実
際
の
調
査
で
は
、
こ
の
細
分
化
に
よ
る
分
析
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
生
理
的
時
間
は
三
項
目
、
自
由
時
間
は
四
項
目
に
分
類
し
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
(生
活
時
間
構
成
)
を
、
四
つ
の
角
度
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
航
海
別
、
船
の
状
態
別
、
グ
ル
ー
プ
別
、
そ
し
て
、
操
業
日
の
作
業
・
睡
眠
の
一
連
続
時
間
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
漁
撈
長
、
船
長
、
機
関
長
、
司
厨
長
の
操
業
日
の
あ
る
一
日
を
と
り
あ
げ
て
詳
述
を
試
み
て
い
る
。
航
海
別
に
み
た
生
活
時
間
は
、
一
航
海
全
体
が
一
日
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
生
活
時
間
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
五
九
ト
ン
船
は
一
〇
・
九
時
間
、
六
九
ト
ン
船
は
九
・
六
時
間
が
作
業
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
日
の
作
業
時
間
の
長
短
は
漁
撈
作
業
(見
張
り
か
ら
漁
獲
物
処
理
に
至
る
一
連
の
過
程
)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
生
理
的
時
間
は
、
五
九
ト
ン
船
で
六
・
四
時
間
、
六
九
ト
ン
船
で
七
・
七
時
間
で
、
食
事
・
身
仕
度
時
間
は
一
・
三
時
間
前
後
と
一
定
し
て
い
る
。
睡
眠
時
間
は
、
五
九
ト
ン
船
五
・
一
時
間
、
六
九
ト
ン
船
六
・
四
時
間
と
全
体
的
に
短
い
が
、
そ
れ
は
、
近
海
漁
業
の
性
格
を
示
し
、
睡
眠
時
間
帯
に
帰
港
し
た
り
し
た
た
め
で
　m
あ
る
。
自
由
時
間
は
、
五
九
ト
ン
船
で
二
・
三
時
間
、
六
九
ト
ン
船
で
四
・
三
時
間
と
な
り
、
全
般
的
に
自
分
の
ベ
ッ
ド
で
読
書
や
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
(受
信
可
能
な
場
合
)
に
費
や
す
時
間
が
多
い
。
船
の
状
態
別
に
み
た
生
活
時
間
は
、
往
航
、
操
業
、
復
航
と
い
う
船
の
状
態
に
よ
っ
て
、
船
内
生
活
が
大
幅
に
変
化
す
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。
作
業
時
間
に
つ
い
て
見
る
と
、
往
航
日
は
操
業
の
準
備
作
業
の
た
め
に
短
時
間
で
あ
る
。
操
業
日
の
作
業
時
間
は
五
九
ト
ン
船
が
一
三
・
九
時
間
、
六
九
ト
ン
船
が
一
一
・
九
時
間
と
二
倍
以
上
に
増
加
す
る
。
復
航
日
も
、
操
業
を
終
え
て
か
ら
、
帰
路
に
つ
く
の
で
操
業
日
と
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
睡
眠
時
間
は
、
船
の
状
態
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
す
る
が
、
往
復
航
日
は
、
睡
眠
時
間
帯
に
船
外
に
お
り
、
船
内
で
と
っ
た
睡
眠
時
間
が
短
か
い
の
で
あ
る
。
操
業
日
の
睡
眠
時
間
は
五
九
ト
ン
船
六
・
八
時
間
、
六
九
ト
ン
船
八
・
二
時
間
で
あ
る
。
自
由
時
間
は
往
航
日
に
、
五
九
ト
ン
船
六
時
間
、
六
九
ト
ン
船
七
時
間
と
多
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
操
業
日
は
五
九
ト
ン
一
・
七
時
間
、
六
九
ト
ン
船
二
・
六
時
間
と
約
%
に
な
る
。
グ
ル
ー
プ
別
に
み
た
生
活
時
間
は
、
幹
部
船
員
(漁
撈
長
、
船
長
、
機
関
長
、
通
信
長
、
司
厨
長
)
と
一
般
船
員
(
そ
れ
以
外
)
に
区
分
し
て
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
差
は
な
か
っ
た
。
操
業
日
の
作
業
時
間
を
み
て
も
、
大
き
く
て
○
・
九
時
間
程
度
の
ち
が
い
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
三
つ
の
角
度
と
異
な
り
、
操
業
日
の
労
働
と
休
養
、
す
な
わ
ち
、
作
業
時
間
と
睡
眠
時
間
に
焦
点
を
絞
っ
て
分
析
し
て
い
る
。
一
連
続
作
業
時
間
は
、
五
九
ト
ン
船
の
最
頻
値
が
三
〇
〇
～
三
六
〇
分
で
平
均
二
一二
四
分
、
六
九
ト
ン
船
の
最
頻
値
が
二
四
〇
～
三
〇
〇
分
で
平
均
一
六
八
分
で
あ
る
。
一
方
、
一
連
続
睡
眠
時
間
は
、
両
船
と
も
最
頻
値
が
四
八
〇
分
以
上
で
、
平
均
時
間
は
五
九
ト
ン
船
三
四
六
分
、
六
九
ト
ン
船
111111
1
分
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
漁
撈
長
、
船
長
、
機
関
長
、
司
厨
長
の
操
業
日
の
あ
る
一
日
を
と
り
あ
げ
て
、
時
系
列
に
し
た
が
っ
て
、
細
か
く
生
活
の
態
様
を
み
て
い
る
。
漁
撈
長
は
、
起
床
後
、
手
短
か
に
朝
食
、
身
仕
度
を
行
な
っ
た
後
、
昼
食
、
夕
食
以
外
の
時
間
は
、
フ
ラ
イ
ン
グ
・
ブ
リ
ッ
ヂ
で
魚
群
探
知
・
船
橋
当
直
に
あ
け
く
れ
る
態
様
が
理
解
で
き
る
。
船
長
も
、
同
様
で
あ
る
が
、
一
日
の
操
業
を
終
え
る
と
、
翌
日
の
操
業
開
始
位
置
ま
で
船
を
移
動
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
操
業
開
始
前
と
操
業
終
了
後
に
船
橋
当
直
に
当
た
る
こ
と
が
多
い
。
機
関
長
は
、
散
発
的
に
睡
眠
を
と
り
、
そ
れ
以
外
は
機
関
当
直
、
見
張
り
に
従
事
し
て
い
る
。
通
信
長
は
、
多
く
の
受
信
作
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
お
り
、
一
回
の
当
直
時
間
は
短
い
が
、
こ
ま
切
れ
に
発
生
し
て
い
る
。
司
厨
長
は
、
一
日
三
回
、
六
〇
～
九
〇
分
の
司
厨
作
業
に
当
た
り
、
そ
の
合
間
に
は
甲
板
に
出
て
漁
撈
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
船
上
に
お
け
る
食
事
は
、
一
日
三
回
で
、
朝
食
は
五
九
ト
ン
船
で
四
時
三
五
分
ご
ろ
、
昼
食
一
〇
時
一
〇
分
ご
ろ
、
夕
食
一
六
時
ご
ろ
で
あ
32
る
。
食
事
時
間
は
非
常
に
短
か
く
、
短
か
い
場
合
七
分
位
で
、
長
い
場
合
で
一
五
分
位
で
終
了
し
て
し
ま
う
。
食
事
内
容
は
、
獲
れ
た
魚
を
用
い
た
料
理
も
多
く
、
司
厨
員
を
助
け
る
た
め
に
、
他
の
乗
組
員
が
操
業
の
合
間
を
縫
っ
て
調
理
す
る
。
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
は
、
静
岡
県
の
カ
ツ
オ
漁
船
特
有
の
ガ
ワ
と
い
う
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
釣
っ
た
ば
か
り
の
カ
ツ
ナ
の
頭
を
た
た
き
切
り
、
た
ま
ね
ぎ
の
み
じ
ん
切
り
を
氷
水
に
入
れ
、
み
そ
で
味
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
111'
n
ン
テ
ナ
船
の
調
査
研
究
こ
の
報
告
書
に
は
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
一
航
海
(約
ニ
カ
月
)
に
お
け
る
生
活
状
況
が
克
明
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
カ
ツ
オ
漁
船
と
は
、
様
々
な
点
で
異
な
る
が
、
前
述
し
た
カ
ツ
オ
漁
船
の
特
色
と
共
通
す
る
の
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
調
査
方
法
と
、
そ
の
具
体
的
な
生
活
内
容
の
二
点
に
ま
と
め
て
略
述
す
る
。
1
、
調
査
方
法
こ
の
コ
ン
テ
ナ
船
は
、
パ
ナ
マ
運
河
を
通
過
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う
三
万
七
千
ト
ン
の
超
大
型
船
で
、
最
新
鋭
設
備
を
持
ち
、
M
ゼ
ロ
運
転
に
よ
り
、
乗
組
員
も
二
六
名
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
意
図
は
、
「約
ニ
ケ
月
の
間
、
一
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守
り
つ
つ
、
多
量
な
貨
物
を
安
全
に
運
ぶ
た
め
に
二
六
名
の
乗
組
員
が
、
仕
事
を
し
自
ら
の
生
活
を
営
む
、
そ
う
し
た
行
為
の
な
か
に
は
、
必
ず
し
も
数
値
的
に
表
現
し
得
な
い
も
の
で
、
か
つ
見
過
し
て
は
な
ら
な
い
多
く
の
努
力
が
あ
る
。
そ
れ
を
、
こ
う
し
た
記
述
法
に
よ
っ
て
全
体
と
し
て
浮
き
ぼ
り
に
し
て
、
現
在
、
最
新
鋭
と
考
え
ら
れ
る
船
で
の
乗
組
員
の
生
活
の
実
態
を
で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
み
る
努
力
を
払
っ
た
の
が
、
こ
の
報
告
書
で
あ
　
　
　
る
。L
と
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
。
調
査
方
法
は
、
実
際
の
船
上
に
お
け
る
行
動
・
発
言
を
詳
細
に
観
察
し
て
、
そ
の
時
の
会
話
、
表
情
、
印
象
な
ど
を
克
明
に
記
録
し
て
い
く
方
法
で
あ
る
。
特
に
、
船
内
で
の
情
報
の
流
れ
、
も
の
ご
と
の
決
定
過
程
と
、
決
定
の
乗
組
員
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
重
点
的
に
調
査
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
会
話
等
の
記
録
は
不
自
然
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
等
の
機
械
は
一
切
用
い
な
か
っ
た
。
観
察
し
た
こ
と
は
逐
次
、
自
室
に
戻
っ
て
、
ノ
ー
ト
に
記
録
す
る
方
法
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
具
体
的
な
記
述
に
入
る
の
で
あ
る
が
、
船
内
へ
の
受
け
入
れ
(乗
船
)
時
の
会
話
が
招
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
調
査
員
と
コ
ン
テ
ナ
船
と
の
間
の
乗
船
時
間
の
確
認
ち
が
い
で
、
一
等
航
海
士
に
調
査
員
が
叱
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
「船
乗
り
に
と
っ
て
停
泊
中
の
時
間
は
貴
重
で
す
。」
「
狭
い
船
内
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お
互
い
に
気
持
ち
良
　
　
　
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
心
懸
け
て
下
さ
い
。
」
と
注
意
さ
れ
た
。
こ
の
一
航
士
の
発
言
に
は
、
貴
重
な
船
上
生
活
の
一
側
面
垣
間
み
た
。
ま
た
、
調
査
に
際
し
て
、
船
長
の
発
言
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
「
ま
あ
、
調
査
と
い
う
カ
タ
イ
コ
ト
だ
け
で
な
し
に
、
個
人
的
に
は
い
ろ
い
ろ
話
し
て
み
て
下
さ
い
。
そ
れ
に
、
案
外
そ
ん
な
こ
と
か
ら
33
　
°
)
把
め
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ん
し
ね
。
L
と
い
う
発
言
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
態
調
査
を
行
な
う
際
の
原
点
を
言
い
当
て
て
い
る
よ
う
だ
。
H
、
一
航
海
で
見
ら
れ
た
生
活
実
態
報
告
書
の
第
皿
章
で
、
一
航
海
の
間
、
船
の
内
外
で
発
生
し
た
出
来
事
(
イ
ベ
ン
ト
)
に
対
す
る
乗
組
員
の
反
応
(態
度
、
発
言
、
行
動
)
を
克
明
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
略
述
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
ま
ず
、
油
圧
ポ
ン
プ
か
ら
の
油
漏
洩
は
、
オ
カ
の
整
備
不
良
の
た
め
に
、
船
が
大
き
な
支
障
を
き
た
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
処
理
に
関
す
る
乗
組
員
の
活
発
な
動
き
が
理
解
で
ぎ
る
。
次
に
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
燃
料
補
給
問
題
で
、
給
油
可
能
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
際
、
各
パ
ー
ト
の
対
応
が
手
に
取
る
よ
う
に
、
如
実
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ピ
ス
ト
ン
の
折
損
に
よ
る
ピ
ス
ト
ン
抜
き
で
は
、
一
九
歳
の
機
関
員
を
始
め
、
機
関
部
の
若
年
層
が
卒
先
し
て
行
な
い
、
見
事
な
チ
ー
ム
ワ
:
ク
で
作
業
を
進
め
た
様
態
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
真
黒
い
風
呂
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
二
項
目
に
渡
っ
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
船
内
で
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
夜
釣
り
で
、
鰹
の
大
群
を
釣
り
上
げ
て
、
食
事
を
賑
わ
わ
せ
、
最
後
に
は
誰
も
手
を
つ
け
な
く
な
り
、
鰹
節
を
作
っ
た
り
し
た
。
次
に
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会
が
三
回
開
か
れ
、
船
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
ま
た
、
乗
組
員
全
員
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
な
ど
、
様
々
な
パ
ー
テ
ィ
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
催
し
物
は
、
様
々
な
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
単
調
な
生
活
に
な
る
傾
向
の
強
い
船
内
で
は
良
い
気
分
転
換
の
契
機
に
な
る
。
そ
し
て
、
健
康
的
、
乗
組
員
相
互
の
人
間
関
係
に
も
良
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
皿
章
で
は
、
第
豆
章
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
問
題
を
指
摘
し
、
若
干
の
提
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
M
ゼ
ロ
運
転
を
め
ぐ
る
弊
害
、
騒
音
、
振
動
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
の
位
置
な
ど
作
業
設
備
に
つ
い
て
、
作
業
時
間
と
睡
眠
時
間
、
体
温
の
変
化
な
ど
の
生
理
的
問
題
、
等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
は
省
い
て
、
食
事
、
娯
楽
・
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
言
及
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
を
略
述
す
る
こ
と
と
す
る
。食
事
は
、
乗
組
員
に
と
っ
て
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
食
事
は
マ
カ
ナ
イ
と
称
す
る
司
厨
員
が
、
き
め
細
か
い
心
配
り
を
し
て
、
評
判
が
良
か
っ
た
。
一
読
し
て
容
易
に
納
得
で
き
た
。
娯
楽
・
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
麻
雀
、
読
書
が
圧
倒
的
に
多
い
。
麻
雀
は
、
夕
食
後
、
職
種
を
越
え
て
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
読
書
は
専
用
の
図
書
室
が
設
け
ら
れ
、
硬
軟
あ
わ
せ
て
、
広
く
読
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
に
は
ビ
デ
オ
設
備
も
あ
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
『
大
平
洋
戦
史
』
に
人
気
が
集
中
し
、
船
の
設
え
つ
け
の
技
術
テ
ー
プ
は
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
他
に
、
卓
球
・
ゴ
ル
フ
な
ど
も
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
、
行
な
わ
れ
た
。
寄
港
地
で
の
上
陸
は
、
交
通
が
不
便
な
た
め
に
、
少
な
か
っ
た
。
手
紙
も
、
船
内
生
活
の
楽
し
み
と
し
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
寄
港
地
に
着
く
と
、
各
乗
組
員
ご
と
に
配
ら
れ
た
。
手
違
い
で
手
紙
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
人
が
一
人
い
た
が
、
そ
れ
を
埋
め
る
べ
く
電
話
を
し
て
い
た
。
帰
港
毎
に
、
家
族
に
手
紙
の
誤
字
を
指
摘
さ
れ
る
た
め
に
、
辞
書
を
持
ち
込
ん
で
い
る
乗
組
員
や
、
手
紙
の
や
り
と
り
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
差
し
出
し
順
序
を
示
す
番
号
を
記
す
家
族
と
乗
組
員
が
い
た
。
こ
の
よ
う
に
手
紙
が
最
大
の
楽
し
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
も
あ
る
こ
と
が
窺
え
た
。
陸
上
生
活
に
比
べ
、
娯
楽
、
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
そ
れ
ほ
ど
豊
か
で
な
い
と
言
え
る
。
こ
の
章
の
最
後
に
、
人
間
関
係
と
い
う
項
目
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
具
体
例
(
ま
さ
に
ド
ロ
ド
ロ
と
し
た
人
間
関
係
)
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
他
船
に
何
回
か
乗
り
合
わ
せ
て
い
る
調
査
者
が
、
船
内
の
雰
囲
気
が
良
い
と
判
断
し
た
理
由
を
述
べ
、
そ
の
根
拠
を
具
体
的
な
会
話
を
通
し
て
提
示
し
て
い
る
。
船
内
生
活
に
は
、
こ
と
細
か
な
心
配
り
が
必
要
で
、
ク
協
力
"
と
い
う
言
葉
が
大
変
な
重
み
を
持
つ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
言
葉
に
す
る
ほ
ど
軽
々
し
い
も
の
で
な
く
、
非
常
な
難
し
さ
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
四
、
こ
れ
か
ら
の
調
査
研
究
に
向
け
て
若
干
の
検
討
今
回
は
、
海
上
労
働
科
学
研
究
所
の
二
つ
の
調
査
報
告
を
略
述
し
た
訳
だ
が
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
か
ら
非
常
に
多
く
の
貴
重
な
示
唆
を
受
け
た
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
究
極
的
な
命
題
は
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
漁
師
(拡
大
す
れ
ぽ
、
遠
洋
漁
業
従
事
者
)
と
は
何
如
な
る
人
間
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
対
象
を
解
明
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
当
面
は
、
カ
ツ
オ
漁
師
の
海
上
生
活
構
造
を
総
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
大
原
則
と
し
て
、
こ
の
カ
ツ
オ
漁
師
を
単
な
る
漁
撈
者
(
仕
事
を
す
る
人
)
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
限
ら
れ
た
船
内
で
仲
間
と
と
も
に
生
活
す
る
ヒ
ト
と
し
て
択
え
て
ゆ
き
た
い
。
コ
ン
テ
ナ
船
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
船
員
労
働
問
題
を
考
え
る
際
に
、
こ
う
し
た
観
点
で
考
え
て
い
く
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
カ
ツ
オ
漁
師
の
生
活
構
造
を
ど
の
よ
う
に
総
体
的
に
択
え
て
調
査
し
て
ゆ
く
の
か
、
若
干
の
検
討
を
加
え
、
調
査
研
究
に
一
定
の
指
針
を
与
え
た
い
。
近
海
カ
ツ
オ
船
の
報
告
書
は
、
生
活
時
間
を
中
心
に
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
報
告
書
は
、
生
活
内
容
(人
間
関
係
)
を
中
心
に
調
査
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
海
上
生
活
構
造
を
把
握
す
る
に
は
、
こ
の
両
法
を
併
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
は
、
詳
細
な
生
活
構
造
論
に
立
ち
入
る
余
裕
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
能
力
も
な
い
。
し
か
し
海
上
生
活
構
造
と
は
、
一
定
の
空
間
(船
)
で
、
一
定
の
時
間
(
一
航
海
)
に
行
な
わ
れ
る
カ
ツ
オ
漁
師
の
生
活
行
動
と
生
活
意
識
な
ど
の
生
活
内
容
総
体
を
意
味
す
る
。
そ
れ
で
、
こ
の
二
つ
の
調
査
報
告
と
も
、
海
上
生
活
構
造
を
分
析
す
る
際
に
、
必
要
不
可
欠
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
乗
船
調
査
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
近
海
35
漁
船
の
場
合
、
五
九
～
六
九
ト
ン
の
小
型
船
と
い
う
生
活
空
間
で
、
一
航
海
五
～
六
日
の
生
活
時
間
内
で
、
ま
た
、
遠
洋
漁
船
の
場
合
、
三
〇
〇
ト
ン
に
及
ぶ
大
型
船
の
生
活
空
間
で
、
一
航
海
三
〇
～
六
〇
日
の
生
活
時
間
の
内
で
、
時
系
列
に
従
っ
て
生
活
の
様
態
を
と
ら
え
、
そ
の
様
態
の
具
体
的
内
容
を
究
明
し
、
船
内
で
生
起
す
る
出
来
事
を
記
述
す
る
の
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
時
系
列
.に
よ
っ
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
生
活
構
造
に
外
枠
を
設
定
し
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
内
味
を
克
明
に
記
述
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
内
味
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
だ
が
、
本
稿
二
二
二
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
も
う
少
し
、
こ
の
二
つ
の
報
告
書
の
調
査
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
近
海
カ
ツ
オ
漁
船
の
調
査
研
究
は
、
研
究
対
象
が
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
有
益
な
内
容
を
備
え
て
い
る
。
特
に
生
活
時
間
調
査
に
つ
い
て
は
、
調
査
目
的
等
で
適
合
す
る
の
で
、
同
じ
方
法
で
調
査
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
こ
の
調
査
を
進
め
る
前
段
階
と
し
て
、
呈
示
さ
れ
て
い
る
概
要
(報
告
書
第
-
章
の
B
～
E
に
渡
た
る
記
述
)
も
、
把
握
し
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
カ
ツ
オ
一
本
釣
漁
業
概
要
、
カ
ツ
オ
船
構
造
や
漁
撈
設
備
、
調
査
中
の
船
舶
動
静
と
漁
獲
量
、
乗
組
員
の
属
性
、
船
内
で
の
地
位
・
役
割
等
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
、
テ
ー
マ
設
定
の
経
緯
か
ら
し
て
、
乗
組
員
各
々
に
つ
い
て
、
精
緻
な
理
解
が
必
要
で
、
乗
組
員
全
員
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
作
成
を
心
懸
け
た
い
。
操
業
は
日
出
か
ら
日
没
に
限
ら
れ
る
が
、
い
つ
漁
獲
作
業
が
行
な
わ
れ
る
か
全
く
未
知
で
あ
り
、
こ
の
特
殊
な
状
況
下
で
、
様
々
な
作
業
が
、
一
日
の
生
活
の
中
で
ラ
ン
ダ
ム
に
発
生
す
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
漁
業
の
不
安
定
性
、
不
明
確
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
様
々
な
条
件
に
よ
っ
て
、
労
働
、
そ
し
て
船
内
生
活
全
体
が
大
き
く
変
化
す
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
各
々
の
場
合
に
よ
る
測
定
・
分
析
が
重
要
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
、
一
般
化
法
則
化
な
ど
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
、
ま
ず
大
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
テ
ナ
船
の
調
査
報
告
は
、
調
査
意
図
を
十
二
分
に
汲
ん
だ
す
ぼ
ら
し
い
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ
っ
た
。
一
読
し
て
、
目
の
ウ
ロ
コ
の
お
ち
る
思
い
が
し
た
。
ま
る
で
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
を
読
ん
で
い
る
か
の
ご
と
く
、
乗
組
員
の
心
の
流
れ
、
態
度
、
行
動
が
つ
ぶ
さ
に
記
述
さ
れ
、
数
値
で
は
決
し
て
言
い
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
ヒ
ト
と
し
て
の
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
船
員
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
た
。
ま
さ
に
、
生
活
実
態
把
握
と
い
う
言
葉
の
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
調
査
は
、
対
象
が
カ
ツ
オ
船
と
は
異
な
り
、
コ
ン
テ
ナ
船
で
あ
る
。
貨
物
輸
送
に
対
し
、
漁
撈
作
業
と
い
う
直
接
的
な
生
産
活
動
で
あ
る
か
ら
、
実
態
は
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
報
告
書
に
あ
る
よ
う
な
、
明
解
な
形
で
記
述
す
る
の
は
、
相
当
困
難
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
方
法
に
も
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
そ
れ
は
、
報
告
書
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
記
述
内
容
の
客
観
性
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
は
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
等
を
全
く
使
用
せ
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ず
、
細
か
い
言
動
ま
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
記
述
は
、
ど
の
程
度
、
信
ぴ
ょ
う
性
、
客
観
性
を
保
持
し
得
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
非
常
に
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
が
、
現
状
で
は
、
我
々
調
査
者
に
十
分
に
こ
う
し
た
認
識
の
上
で
、
乗
組
員
と
の
ラ
ポ
ー
ル
(
信
頼
関
係
)
を
堅
持
し
、
船
内
の
こ
と
に
熟
知
し
、
観
察
し
て
得
た
も
の
を
充
分
に
吟
味
す
る
こ
と
で
補
う
し
か
な
い
。
こ
の
調
査
方
法
の
性
質
上
、
被
調
査
者
と
な
る
乗
組
員
が
記
述
し
た
発
言
・
行
動
に
ょ
り
、
個
人
的
に
、
悪
い
影
響
を
受
け
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
調
査
デ
ー
タ
が
匿
名
性
を
帯
び
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
個
人
的
に
有
利
不
利
な
る
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
調
査
内
容
に
関
し
て
、
誰
の
記
述
で
あ
る
か
を
わ
か
ら
な
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
内
容
的
に
も
こ
の
点
を
心
懸
け
、
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
幅
に
執
筆
を
遅
ら
せ
て
い
る
。
私
も
、
こ
の
調
査
方
法
を
用
い
る
場
合
、
こ
の
点
に
留
意
し
て
進
め
て
ゆ
き
た
い
。
と
に
か
く
、
コ
ン
テ
ナ
船
な
ど
の
船
員
に
関
す
る
生
活
構
造
を
始
め
と
す
る
諸
分
野
の
研
究
は
、
今
回
紹
介
し
た
報
告
書
な
ど
、
数
多
く
存
在
す
る
。
し
か
る
に
、
漁
船
に
乗
り
組
む
漁
師
(特
に
カ
ツ
オ
一
本
釣
漁
師
)
の
海
上
生
活
構
造
に
関
す
る
研
究
は
、
管
見
に
よ
る
と
、
前
述
の
報
告
書
が
初
見
で
あ
っ
た
。
前
述
の
報
告
書
の
目
的
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
分
野
は
、
現
在
、
「基
礎
的
な
資
料
を
斯
界
に
提
(
12
)
出
す
る
こ
と
が
目
的
」
と
な
る
段
階
に
置
か
れ
て
い
る
訳
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
・
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
肝
要
な
の
で
あ
る
。
今
後
の
私
の
乗
船
実
態
調
査
が
、
こ
れ
に
関
し
て
、
少
し
で
も
有
益
な
も
の
に
な
れ
ぽ
幸
い
だ
と
考
え
て
い
る
。
五
、
お
わ
り
に
今
回
、
こ
の
稿
を
与
え
ら
れ
、
稚
拙
な
る
記
述
、
論
考
を
し
て
き
た
。
そ
れ
で
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
・
対
象
に
関
す
る
既
存
の
優
れ
た
研
究
成
果
を
多
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
と
も
あ
れ
、
私
は
実
際
に
乗
船
し
、
実
態
調
査
を
行
な
い
た
い
。
極
言
す
れ
ぽ
、
乗
船
調
査
な
く
し
て
、
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
論
究
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
今
後
の
私
の
実
態
調
査
の
覚
え
書
き
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
付
記
本
稿
作
成
に
当
た
り
、
近
畿
大
学
水
産
経
済
学
研
究
室
の
榎
彰
徳
先
生
に
、
海
上
労
働
科
学
研
究
所
の
服
部
昭
先
生
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
服
部
先
生
に
、
様
々
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
貴
重
な
教
示
を
賜
っ
た
。
両
先
生
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
賜
り
た
く
、
切
に
懇
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
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日
本
漁
業
史
』
(
東
大
出
版
会
、
一
九
六
四
年
)
一
二
二
頁
。
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(
2
)
山
口
和
雄
、
前
掲
書
、
二
二
七
頁
。
(
3
)
拙
稿
『
カ
ツ
オ
一
本
釣
漁
の
将
来
-
日
本
の
村
の
将
来
調
査
報
告
会
・
加
藤
秀
俊
部
会
録
1
』
(
21
世
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
会
報
編
集
部
、
一
九
八
〇
年
)
同
じ
く
、
拙
稿
「
カ
ツ
オ
一
本
釣
漁
業
の
現
状
と
諸
問
題
-
枕
崎
に
お
け
る
事
例
研
究
l
」
『
学
習
院
民
俗
』
翫
2
、
(
学
習
院
大
学
民
俗
研
究
会
、
一
九
八
二
年
)
。
(
4
)
こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
著
書
を
略
記
し
て
お
く
。
漁
業
史
と
し
て
は
、
前
掲
の
『
日
本
漁
業
史
』
や
伊
豆
川
浅
吉
『
日
本
鰹
漁
業
史
』
上
・
下
(
日
本
常
民
文
化
研
究
所
、
一
九
五
八
年
)
が
あ
る
。
ま
た
、
漁
撈
方
法
と
し
て
は
、
富
永
盛
治
朗
『
鰹
-
習
性
と
漁
法
1
』
(
石
崎
書
店
、
一
九
五
七
年
)
や
日
本
水
産
学
会
編
『
南
方
カ
ツ
オ
漁
業
1
そ
の
資
源
と
技
術
i
』
(
恒
星
社
厚
生
閣
、
一
九
七
五
年
)
が
あ
る
。
(
5
)
次
章
以
降
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
海
上
労
動
科
学
研
究
所
『
漁
船
に
お
け
る
作
業
構
造
と
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
』
(
同
上
、
一
九
八
〇
年
)
と
同
じ
く
、
海
上
労
動
科
学
研
究
所
『
新
鋭
高
速
専
用
船
に
お
け
る
生
活
と
集
団
機
能
と
の
関
連
に
つ
い
て
』
(同
上
、
一
九
七
五
年
)
で
あ
る
。
以
後
、
前
者
を
近
海
カ
ツ
ナ
調
査
報
告
書
、
後
者
を
コ
ン
テ
ナ
船
調
査
報
告
書
と
略
す
。
(
6
)
前
掲
、
近
海
カ
ツ
ナ
船
調
査
報
告
書
、
一
頁
。
(
7
)
前
掲
、
近
海
カ
ツ
オ
船
調
査
報
告
書
、
二
一
頁
。
(
8
)
前
掲
、
コ
ン
テ
ナ
船
調
査
報
告
書
、
前
書
き
。
(
9
)
前
掲
、
コ
ソ
テ
ナ
船
調
査
報
告
書
、
二
頁
。
(
10
)
前
掲
、
コ
ソ
テ
ナ
船
調
査
報
告
書
、
三
頁
。
(
1
)
前
掲
、
コ
ン
テ
ナ
船
調
査
報
告
書
、
六
〇
頁
。
(
12
)
前
掲
、
近
海
カ
ツ
オ
船
調
査
報
告
書
、
一
頁
。(大
学
院
博
士
前
期
課
程
)
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